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エ ッセ イ

機 械 翻 訳 へ の 期 待

三菱電機株式会社 常務取締役開発本部長 大 野 榮 一

 交通 手段 や通 信 システ ムの発達 により、いわ ゆる

クローバル化が著 しく進 展 して きてお ります,そ の

状 況の中で、言語 の壁(Lranguage Barrier)は 、若

年層の外国語会 話教 育の活発化があ るにせ よ、依然

として存在 し、異な る言 語を用い る人々の交流を非

効率的 にす る要 因 とな ってい ます,機 械翻訳への期

待は、 ます ます大 きくな ってい ます 、

 しか し、現状 の機 械翻訳 システムは、気軽に大勢

の人に使われ るよ うにはな ってい ません 、率直に言

つて、 ワープ ロや表計算 ソフ トのよ うに広 く普 及 し

てい るとは言 えないで しょう

 そ の原因は、い くつか挙げ られ ます 、

 ます 、 自動翻 訳技 術が 未熟 な こと、次に 、翻訳の

潜在需要 に結 び付いていない こと、そ して 、システ

ムの導 入 ・運営 の問題が ある こと、な とです 、

 第…に、自動翻訳技術が未熟なことですか、これ

は文化の差に起因する問題でもあって、すぐに解決

するということはまず有り得ないで しょう 今後 も

長期的に研究開発に取り組んでいかねはなりません、

 従って、現状の翻訳技術で役に立つものが何かを

考えなければならないわけです 、ここ数年のいくつ

かの評価報告によると、現状の機械翻訳は、自動翻

訳 よりも翻訳支援 ツールであるという位置つけが明

確になっています それならは、翻訳支援とは何か

ということを、もっと利用者と開発者が協力 して考

えていく必要があるのではないでしょうか、

 第二に、翻訳の需要が大量にあることは疑いあり

ませんが、その需要が潜在化しており、訳されずに

終わる文書が多いのではないか、ということです

マニュアル作成等の情報発信業務における翻訳需要

はもちろん大きいですが、情報活用業務における翻

訳の割合が もっと大きくなってもよいはずです,例

えは読み捨てのニュースに対しても、気軽に通信経

由で翻訳会社に依頼 して機械翻訳によって速いスル

一プ ッ トで訳が得 られ るようになるとか 、あ るいは

ネ ッ トワー ク上の機械翻訳サ ービスが さらに簡単 に

利用で きるようになるとか 、個人が 自分のパ ソコン

で もっと気軽 に翻訳で きるようにな ること、なとが

望 ましいで しょう 、翻訳 システム開発者や翻 訳サー

ビス提 供者の一層の努力工夫が 必要 たと思 います,

 第三に、導入コス トや運営の問題があります,導

入後の手間や運営コストが高いということで、翻訳

システムの導入をためらう場合も多いようてす,利

用者用の辞書の作成や保守にコス トがかかること、

前編集や後編集の手間が大きくて運営を うまくやら

ないといけないこと、等が大きな問題で しょう1

 辞書は、 一開発機関や一利用者たけでは解決が難

しい問題です,各 種テークヘースが ネットワーク上

で提供されているように、辞書 もサーバ的に提供さ

れるようにならないと、上で述べた情報活用業務へ

の翻訳利用につながらないでしょう また企業内に

おいてのインハウス辞書の構築と利用も重要です,

それを支援するツールの充実や翻訳 ・出版関係者か

らの辞書供給が必要で しょう

 また、編集の負荷に関 してですが、後編集て自動

翻訳結果を修正するという作業は、翻訳者にとって

負担が大きいわけです,翻 訳作業支援ツールの類に

よって翻訳者の編集作業効率を良くすることが必要

であると以前から言われておりますが、現状のシス

テムを見ますと、またまだ工夫の余地が大きいので

はないでしょうか,

 上記の問題を解決するにあたり、当協会の意義と

役割は、ますます大きくなるものと思われます,当

協会の活動を実りあるものとし、機械翻訳への期待

を現実のものにするため、会員の皆様のいっそうの

御協力と御理解を賜りたいものと存じます
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 二1一 ジーラン ドと云えば、ほとん どの 日本人が

抱 くイメージは、ラム、キーウィーフルーッ、オー

ルブラックス、そ して、中には、つい最近、カンヌ

映画祭金賞を受賞 したNZ映 画 『ピア ノ』に描かれ

ている初期の開拓者の苛酷な生活環境を思い浮かべ

る向きもあるか もしれない.し か し、ここではMT

利 用に好適な条件を備えた国としての一面を紹介 し

てみたい、

 ニュージーラントは言語学的に興味深い背景を も

っている,原 住民であるマオ リ族が人口の約12%

を占め、英語とマオリ語(1987年 より)が 共に

公用語となっている,さ らに、南太平洋の島々から

の移民の話すポリネシア系の言語に加え、最近では

アジア諸国からの移住が増えており、彼らのコミ1

ニティーでは母国語が維持されるケースも多いよう

た しか し、歴史的にはニュージーランドは経済 ・

文化面においてイギリスに従属するところが大きく

英語が主要言語であり、1820年 から1930年

にかけて、英語とマオリ語間の翻訳が盛んに行われ

ていた時期を除いては、翻訳の需要 もほとんどない

状況だった。だが、1940年 代になると、移民関

係上の必要性から内務省内に翻訳局が設置された。

 さらに1979年 からは、英語圏外への貿易市場

開拓政策と一貫して、翻訳局は政府機関外にも有料

でサービスを提供することとなった。以降1980

年代初めまではこの政府翻訳局がニュージーラント

の翻訳 シーンの中心を占あていたが、この頃から民

間の翻訳会社が出現 しはじめ、翻訳業界らしいもの

が形づくられるに至った、

 二1一 ジーランドの生産者 ・製造業者を対象と し

た調査では、1966年 には輸 出業者の うち英語以

外の外国語を業務上使 っていると答えたのは全体の

ll%、 これが1976年 には64%に 伸 び、さら

に1986年 に は78%に 達 してお り、この国の経

済が急速にクローバル化 したことを語 っている。

 1989年 度 の調べでは、ニュー ジーラン ドの翻

訳市場 は約400万NZド ル との推定が なされてお

り、これは人口350万 規 模の国にとっては決 して

微 々たる数字 とは言え ない,さ れに過去5年 間にお

いて、ニュージーラン ドの翻訳業界 もまた、 コンピ

ュータな らびにテレコ ミュニケー ション技術の影響

を大 きく受けている.多 言語を処理す るワー ドプロ

セ ッサが生産性を向上 さぜた一方、ファリクスなら

びにモデムによ るデータ通信技術の利用は、ニ ュー

ジーラン ドの翻訳市場を、一気 にオース トラ リア、

日本、ヨー ロッパ、アメリカを含む大市場へ と拡大

さぜた。

 今や、テレコミiニ ケーション技術の発達により

地理的孤立によるマイナス面はほぼ完全にクリアさ

れたといってもよく、まさに二」一ジーランドの翻

訳業界は、今、多大な輸出収入をもたらす可HGISを

呈している.

 しか し、今後翻訳輸出を一層促進 していく為には

MT体 制を築くことが必須となっている.つ まり、

この国の翻訳業界でも、益々短縮される翻訳納期、

翻訳内容や翻訳言語の多岐化に加え、全般的翻訳需

要の増加により、人材不足が深刻なネックとなって

いる点、抱える問題は諸外国と同様である。

 さらには、情報技術による安価かっ瞬時の国際間

の情報交換に馴れてきた顧客は、より迅速で、安価

、また品質のよい翻訳を求め始めている,ま た、電

子メール等に代表されるような新 しいコミ1ニ ケー

ションメティアの浸透により国際間のコミュニケー

ションは盛んになる一方であり、これが翻訳需要の

増加に拍車をかけているという背景 もある。

 電気通信技術時代の到来につけ、二1一 ジーラン

ドの翻訳業界は大きな成長の可能性を胎んでいる。

それを裏付ける要因は、完全に規制緩和されている

電気通信環境、また情報技術の浸透、時間帯 も日本

とは数時間、ヨーロッパとの間には12時 間もの時
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差があることか ら、時間稼 ぎとい う点では翻訳作業

にとって有利 である。また、英語が主要言語である

こと も利点 と云えよ う。私 の研究テーマであ る、新

しい時代の翻訳 サー ビス 「Tele-Translation Ser-

vices」 は これ らの条件を前提 と している。これは

電気通信技術 のユニークな応用 として、二s‐ ジー

ラン ドの電気通信業界か らの講演を受けた研究テー

マである。

 Tele-Translationは 世界的に伸びている翻訳需要

に対応す る為の一案であるが、その中核 となるのは

依頼された翻訳の条件に合わせて、顧客 と翻訳者、

翻訳者 と翻訳者、MTシ ステムと顧客 または翻訳者

をそれぞれ結ぶ、電子ネ ッ トワークである。す なわ

ち、顧客の要求が充 たされ るな らば、実際の翻訳 ま

た通訳が地球上のどこで行われようと関係ないこと

にな る。Tele-Translationに よ るサー ヒ'スは世界中

のどこか らで もア クセスがで き、また電子 メール、

音声 メール、 ビデオ会議そ してマルチメデ ィアを含

む新 しい形態の コ ミュニケーション環境下の需要 に

も対応す る。また、ここでは、顧客の注文に合わせ

ていかに人間の翻訳者とMTを 効率 よ く使い分 ける

かも重要ポイ ントとなる。

現在 、ニ ュージーラン ドでは、MTの 研 究ならび

にその利用の点で もまとまった活動はみ られないが

個別的 には、自然言語処理 の研究が主にい くつかの

大学の コンピュータ科学学部を中心に行われて いる

ようだ。政府 自体 も英語 ・マオ リ語間の翻訳 にMT

導 入を検討 した ことがある等、各商業部門、翻訳業

界 も含めてMTに 寄せる関心は非常に高いといえる

 このよ うな中で、僧越なが ら、現在の研究を通 し

て.ニュー ジーラン ド全体におけ るMTへ の関心をさ

らに高めてゆ くことがで きればと思 っている。

 テ レコ ミュ.ニケーションの専門家の間では、ニュ

ー ジー ラン ドにお いてはその進歩的な電気通信政策

により 「コ ミsニ ケー ションの実験室 として知 られ

て いるほど、この国は進んだ電気通信環境を有 して

いる。さらに、時間帯上のメ リッ ト、効率の高い経

済構造、 また、観光、移民、貿易を通 してのさかん

な異文化間 コ ミ1ニ ケーションというユニ ークな背

景か ら浮 き上が って くるのが、MT利 用にこの上な

い肥沃 な土壌 ということになる。

筆者紹介:オ ヘ イガン統子

 ニ ュー ジーラン トのウエ リン トン市にあるビク

 トリア大学 コ ミュニケー ション学部に リサーチ

 ・フェローとして在籍中。

 電 子 メール:

翻 訳 フ ェ ア'94

開 催 日 時 平 成6年2月4日(金)10.00～17.00

開 催 場 所 東 京YMCAホ テル(東 京都 千代 田区美土 代町7)

        (JR神 田駅より徒歩10分/営団地下鉄丸の内線淡路町駅、千代田線新お茶の水駅

        より徒歩5分/営団地下鉄千代田線、都営地下鉄新宿線小川町駅より徒歩3分)

内 容 ①翻訳技能向上セミナー

   (翻訳技能上達法、知っておきたい産業翻訳の常識、翻訳技能審査傾向と対策)

  ②翻訳品質向上セミナー

   (こうすれば使える機械翻訳、文書の標準化と翻訳 ビジネス、産業翻訳界のニーズ

  ③パネルディスカッション(こ れからの産業翻訳の方向性)

  ④特別講演(日 本人の翻訳、日本人の英語) 講師/マ ーク・ピータセン

  ⑤機器活用セ ミナー

主催 ・照会先 (社)日 本翻訳協会(餐03-3219-0358) 協 賛 アジア太平洋機械翻訳協会
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研究機関紹介

マ レ ー シ ア 国 立 翻 訳 協 会

Dr. Ahmad Zak i Abu Bakar

 マ レーシア国立翻訳協会(以 下団NIT)は 、1993年

9月14日 にマ レーシアの政府によって、文部省と大蔵

省の援助の元に公式にクア ラル ンプールに設立 され

た,現 地ではInstitut Terje鵬ahan Negara Malaysia

と して知 られている。

 YNITは 、 マ レー シア政府を代表す るマ レーシア唯

一の公的機 関と して機能 し、国内外の レベ ルで、多

言語にわたる翻訳 、解釈及び情報交換に関す る活動

を管理 して、推進す るものである。活動開始資金 と

して、マ レー シア通貨で2900万 りンギ リトがYNITに

交 付された,

 圓NIT設立 に導 いたい くつかの要因のうち、第一 に

マレーシアではマ レー言語が国の公用語であり、国

内のすべての公式 な、あ るいは行政上の 目的と活動

はマ レー一語で行われ るよう定め られている。

 また、マ レーシアでは小学校 ・中学校 ・高校の教

育 もマ レー語で行われる。公用語が マレー語である

ため、外国の書籍を マレー語に翻訳す る需要はたい

へん に大きい.

 第二に、急速な情報化 と「クローバル ・ビレッジ」

現象の影響を受 け、翻訳 、解釈及び 多言語情報交換

サー ビスの需要 も高 まってお り、マ レーシアのよ り

大規模な経済の拡大のために も、またさらに、西暦

2020年 までに国家 としてあ らゆ る面で開発を進

め、工業国の仲 間入 りを果たそ うとい う国家 目標 も

あり、インフラス トラクチ ャと設備への投資の必要

性が叫ばれるよ うにな った,そ こで、情報が豊かに

行き交う社会作 りのためにも、マ レーシアの進歩を

妨げ る言葉の障壁を取除かれ なければな らない,

 国内の翻訳活動を調整す る機関の設立 は、実は以

前から検討されて きた課題である。既に1924年 に文

学担 当部 門が置かれ、英語で書かれた小説 と学校教

科書をマ レー語に翻訳する業務を行 ってお り、その

後1956年 に設立 された言語 ・文学庁(Dewan Bahasa

dan Pustaka)に 吸収 されたのである,こ の翻訳部 門

も、YNIT設立後は、段階的に2年間で解散される見通

しである。

 今後、YNITの主な業務は、マレーシアの一般市民

に対 して、効率的な翻訳サービスを提供することに

なるだろう。YNITは機械翻訳 システムと並行 して、

人間の翻訳者も使 っていかなければならないが、そ

のようなタスクを引き受ける統合化された翻訳環境

を整備する必要がある。この意味では、翻訳プロセ

スを補助する効率的なツールとシステムの作成にお

ける研究開発が重要な役割を演じることとなる,

 マ レー シア政府は、この国の多言語YT研 究プロジ

ェクトのための基盤 と してYNITの 研 究開発部を活用

す る方針である。マ レーシアにおける多言語YTプ ロ

ジェク トは、国際協同事業 と して 日本を中心に近隣

のASEAN4力 国 、すなわち タイ王国、イン トネ

シア共和 国、中国及びマレー シアと進めてきた 「C

ICC機 械 翻訳プロジェク ト」の一翼 として進 めら

れて来た。このプロジェク トを通 じて 、従来は ロー

カルに利用可能だったYT研 究開発の貴重な資源 と経

験を、多国間で利用す るという利点を生かすことが

望 まれ る。

 こ うして、マ レー シアは1987年 以来 、他の4力 国

と共に中間言語べ一ス刎Tシ ステム開発を試みてい

る.こ のプロジヱク トは、1993年3月 末に第一段階を

公式に終え、参加5力 国の言語を翻訳 するプロ トタ

イブのYTシ ステムは組み立 てることができた.引 き

続 き、第二段階でYTシ ステムの原型は全面的に改良

される予定である。それは コマー シャルなNTシ ステ

ム以上の性能、 もしくは同等の性能 に達す る見通 し

である,

 今後2年 間の延長期 間を活用 し、参加各国では更

にプ ロ トタイブか らYTシ ステムの開発を進 め、 プロ

ジェク トが始始動 した時点の達成 目標 に最大限に近

づ く見込みで、また、これ と並行 して、人的資源の

開発を進めなが ら、完成 したシステムの実用化試験

を行 う計画である,

一4一



 しか しなが ら、マ レーシアにおけるHT研 究の歴史

は1980年 代前半 にさかのぼ り、ベナ ン島のマレー シ

ア国立科学大学IUSY)に 設 立 された国内初のHTセ ン

ターか ら始まっている。USYの セ ンターは、フランス

のクル ノー ブル大学 との共 同研究か ら発展 した もの

で、当時、英語 マレー語のYTシ ステムを作 る計画が

あった。後にUSYは 独 自に研究を行 うよ うにな り、

CAT等 の翻訳 システム関係刎T研 究を追求 した。

 マ レーシア第2のYTセ ンターは、クアラル ンプー

ルのマ レー シア国立工科大学IUTH)に 置 かれたが、自

然言語処理 に取 り組んだ1981年 創設の研究開発実験

室がその基礎 とな っている,

 UTYの コ ンピュータ翻訳班(〔刑)は 、後にCICC YT

プ ロ ジェク トのマ レーシア事務局 と国内の研究開発

作業の中枢 となった,CTUで は この他に も重要 なプロ

ジェク トと して、]990年 以 来、イキ リスのマ ンチ ェ

スター科学技術大学IUYIST)と の共 同研究を通 して、

英語 ・マレー語翻訳 システムの開発に取 り組んでき

た,こ れはブ リテ ィッシ」.・カウンシルとマ レーシ

ア研究科学 開発会議か ら一部助成金を受けた もので

ある,

 MNITの機能は翻訳サービスと研究開発の他に、翻

訳 ・通訳部門における人材育成と技術供与の役割も

担 う,MNITは 今 後、増大す る国内の翻訳 ・通訳需要

に応えるため、YT開 発者 だけでなく、より多くの 人

間翻訳者 と通訳者の訓練を も補助するだろう,

 CICC YTプ ロ ジェク トのoSI(オ ー ブンシステム構

築)研 究 グループによ って協 同開発 された経緯か ら

YNITは また、コンビs‐ タネッ トワークを通 して、

CICCプ ロ ジェク ト参加各国の他の翻訳セ ンターに接

続することがで きる。

 さて、1993年10月19日 以来 、KNITは 既 に、 クアラ

ル ンプールのオ フィスか ら翻訳 ・通訳サービスを開

始 した,、現在KNITの 常勤職 員は80名 だが、今後

120名 まで拡充する予定である。必要 に応 じて、

これ ら常勤 スタッフの他に契約パ ー トタイム.ス ク

ッフも使 っている、また、KNITで は 、顧客に効率 に

サービスを提供す るため、テ レワークと作業分散方

式を採用 した,

 KNIT設 立 によ って、さまざまな情報が国語(マ レ

    元 マ レー シア国立工科大学教授

所在地 3rd Fl(x〕r, Wis服糞Pekerti u)ronK Let'10n

    XO2110 Kula Lumpur , MALAYSIA

連 絡先 a:603-2457210

    FrlX;6U3-2457215

C(》lil'15ζ'94

  〔第15回 計 算言語学国際会議)

開 催 時 期 平成6年8月5日(金)～9日UO 5日 間

開 催 場 所 京都 都 ホテル

開 催 日 程4セ ッション並行開催、招待講演、パ ネルティスカ ッションを予定

     8月5日c金)    午前 開会式・午後 発 表・夕刻 レセプション

     8月6日C土)～8月9日 互選 発 表・午後 発 表 ・/8日夕刻 ハ ンケ ・・ト)

    L8月7日/日)は インフ ォマル ミーティング)

主

共

協

催 第15回計算言語学国際会議組織委員会

催  International Co皿血ttee on Co皿putational LinKUistics!lCCL)

賛 電 子情報通信学会.情 報処理学会.人 工知能学会.日 本 ソフ トウエア学会.

  日本 情報処理 開発協会.日 本電子工業振興協会 。ア ジア太平洋機械翻訳協会

一一5



利用技術 ヒアリング

果 て し な く広 が る 翻 訳 の 世 界

難サイマル ・インターナショナル 翻訳室長 早 良 哲 夫

 ア ジア太平洋機械翻訳協会(AAMT)に は 、研

究者 、システムメーカー、ソフ トメーカー、ユ ーザ

ーなとが加盟 しています。ユーザーの中には機械翻

訳(MT)シ ステムを積極的に使 っている企業や個

人もいますが、サイマル ・インターナ ショナルは、

まだMTシ ステムを導入 していない"ノ ン ・ユ ーザ

ー"で す 1こ の 「まだ」という表現 に込めた謙虚な

気持 ちを感 じ取 っていただきたいわけで 、できるこ

とな ら一 日も早 く導入 したいと考えていることは事

実です 、

 で は、なぜ導 入 しないのか,ま ず、取 り扱 う翻訳

の分野がMT向 きではあ りません,翻 訳の分野を大

きく文科系と理科系に分けるとすれは、サイマルは

主として文科系、つ まり政治 、経済、社会、文芸 と

いった分野 の翻訳を扱 っています,当 然のことなが

ら、その中に理科系の要素が入っていることもあり

また医学や薬学 とい った分野の翻訳を行 うこともあ

りますが 、いずれにせよ、MTが 得意 とするコンビ

!一 夕一関係とか技術マニ 」アルといった種類の文

書は、限りな くセ ロに近 い状態です,

 次 に翻訳の方 向がMT向 きではあ りません 。サイ

マルの場 合、外国語か ら日本語への翻訳よ りも日本

語か ら外国語への翻訳のほうが 多く、その うえ、外

国語 とい って も必ず しも英語だけではな く、欧州系

の諸言語や中国語、韓国(朝 鮮)語 なども取 り扱 っ

ています、これ に対 して、MTが 英語か ら日本語 と

いう方向性に優れていることは周知のことです。

 第3に 、翻訳 の手順がMT向 きではありません。

MTの 場合、一般的には、例えは英語の原文を機械

が読み取 りやすいよ うに 「前編集」 してか ら機械に

かけ、翻訳 されて出てきた日本語を 「後編集」する

とい う手順になると思 います、これに対 して、サイ

マルの場合は、その分野を得意とす る翻訳者 一一一

翻訳者を指名する際、サ イマルでは 「外国語か ら母

国語へ」を原則と しています 一… に翻訳を依頼 し

翻訳者か ら提出された訳文を社内で 「エテ ィッ ト」

します 、原則 として 「前編集」がない代わ りに、M

Tの 「後編集」に相当する作業を重視し、殆ど全文

を書き直 してしまうことも稀ではありません。また

サイマルの翻訳者は殆どが在宅で、社内には最少限

度の要員しか置いていませんが、MTの 場合は 「前

編集」や 「後編集」の担当者が機械の至近距離 一一一

つまり社内 一一一一で待機していなければなりません

し、機械は24時 間稼働しますから、それだけ社内

の要員を増やす必要も生じてきます.

 こういった諸々の要素が絡み合い、MT導 入に踏

み切れないのが現状です,し か し、最初にも述へた

ように、現段階では 「まだ」導入できないというだ

けのことで、サイマルがAAMTに 加盟しているの

も、この 「まだ」という接続詞を無意味なものに終

わらせたくないからです.メ ーカー筋からも何度と

なくアブローチがありました、その都度、真剣に検

討していますが、もし現段階でMTを 導入するとな

ると、今の仕事の分野を捨ててMT向 きの分野に乗

り換えるか、今の仕事を続けながら、それとは別に

MT担 当部を発足させて独自の業務と取り組むか…

といった難しい選択を迫 られ、いっも時期尚早とい

う結論に至るわけです,

 では、サイマルの翻訳部はメカに弱いのか,い え

そうではありません,コ ンピューターやワープロは

使いこなしていますし、もちろん電子 メールのシス

テムなども日常的に駆使 しています。だた、我々の

ブロフェショナルなニーズに対 して、MTが 「まだ」

充分に応えてくれないのが悩みの種なのです,

 参考にしていただくために、実際の翻訳例を2つ

3つ 持 ってきました,最 初は、訪米 した日本の経済

人が日米経済摩擦について講演 した時の原稿の一部

で、日本語から英語への翻訳例です,ク ライアント

側の最初の原稿では、講演の締めくくりの部分が

「(経済摩擦解消のため)皆 様も米国サイ ドで同

 様のご努力をお願い申し上げるしだいです」

で終わっていましたが、その後、クライアント側か

ら

「その夜の大 リーグのオールスター戦に引っかけて
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 この部分にrご 質問に対 しては全力投球でお答え

 します』 という文を付け加えたい」

という連絡が ありました。これに対 してサイマルは

「質問に対 して"全 力投球"す るとい うのは変だ。

 ます質問側が投球 し、回答者が打ち返すのが自然

 の順序ではないか」

と反対提案 し、

「ご質問には全力で打ち返すので、思 い切 って投げ

 込 んでほ しい,た だ し、カープは困る」

とい う趣 旨の英訳案を出 しま した.す ると、 クライ

アン ト側か ら

「投打の順序についてはサ イマル案 に従 うが 、もう

 少 し謙虚に 『こちらはマイナー リーガーたが、皆

 さんは メジャー リーガーだか ら ・・』 という表現

 を 加えたい」

という申 し入れかあ りま した、これに対 しては、

「日米関係につ いて熱弁を振 るったあとでr私 はマ

 イナー リーカーた』では、逆に 『私の言 っている

 こ とは無視 して くれ』 と訴えているよ うに 一一一

 少 なくとも米国人には 一一一一聞こえ る」

と反論 しま した,そ れで もクライア ン ト側は
一オ
ールス クー戦の直前の ことで もあり、何 とか し

 て"メ シャー リーカー閃という言葉を入れたい」

と固執、結局、これな らはと作ったのが

 "I hope I am able to hit pitches off major

  leaguers like yourselves. hut, please, IN)

  curves

という英文でした、

 この程度のやり取りは毎日のようにやっています

が、これは翻訳というよりも、むしろ如何にして異

文化間のキャリフを埋めるとかいう非常に人間的な

側面が強 く、いわゆる 「後編集」の範囲を超えてい

るのではないかと思います1

 次は普通の 「後編集」の例です.こ れは英語か ら

日本語への翻訳で、知日の英国人が英語で原稿を書

き、日本語で行なったスピーチです,翻 訳家が訳 し

たものに社内で手を入れた実例ですが、誤訳がある

かとうかは別にして、殆ど全面的に書 き直 しました,

 最初の訳文が 「である」調だったのを、スピーチ

に適 した 「ですます」調に改め、漢字を少なくする

と同時に、視覚的に読みやす くするために動詞の語

幹に当たる部分は、仮名書きではなく漢字を増や し

ました,ま た、耳で聞いて判別しやすい単語に書き

改めた個所あ少なくありません、

 最 後 の例 は、日本画の解説文で、 日本語か らフラ

ンス語への翻訳です,絵 には梅の枝が描かれてお り、

解説文を仏訳 したのは 日本語に堪能 なフランス人で

すが 、さすがに菅原道真 と天神様と梅の相関関係は

知 らなか ったよ うで、訳文には正直に 「この部分は

原文の意味が分か らない」と添え書 きしてありまし

た,そ こで、あの 「東風吹かば ・・」の故事を理解

す るのに必要と思われ る最少限度の言葉を補ってみ

ま した,

 さて、一連の翻訳作業を進めてい く上で軸になる

のが 「コーテ ィネー クー」です,コ ーテ ィネー クー

は、翻訳の受注か ら完成 品の納入、そしてアフター

サー ビスに至 るまで、一 貫して`'プ ロジェク ト・マ

ネジャー"の 役割を果た します,翻 訳者やエテ ィタ

ーを手配 したり
、 クライアン トか らの注文を聞いて

翻訳者やエデ ィターに伝え 、翻訳者か らの問い合わ

せを クライア ン トに伝えるなど、すへて同一のコー

デ ィネーターが窓 口にな って、全体の動きを調整 し

なが らプロジェクトを進めてい くわ けです もちろ

ん、どの翻訳 工一ジェンシーで も大 なり少なりや っ

ていることですが、 コーテ ィネーターを軸として関

係者の間で密度の濃 い連絡が繰 り返 されるうちに、

少 しずつ翻訳が磨 き上げ られ、固ま っていきます

サイマルは、別表に示 されているように、この流れ

を非常 に重要視 しています,

 この段階になると、先にも述べたように、もはや

「後編集」ではなく、人間的対話を積み重ねて異文

化間に橋を架けてい くよ うなもので、この中てMT

が 占める場所があ るか、MTを 導入 した場 合に効率

が上が るか、正直なところ現時点では疑問に思 いま

す 、

質 疑 応 答

問い ・MTが 得意とするのはマニュアルなと大量翻

   訳の分野たと思うが、その他の分野にもMT

   か入り込める余地はあると思うか,

答え ・MTは 、今の段階では主として技術分野の翻

   訳に生かされていますが、メーカーの展示会

   なとでは文化系の文書の翻訳にも相当な才能

   を発揮 しています、これが展示会のような特
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   別の機会だけではなく、日常的になればよい

   わけです,日 進月歩の時代ですから、そうい

   う日が意外に早 く到来するかもしれません.

   たた、行間を読んで異文化間に橋を架けるよ

   うなことは、機械には無理でしょう.い ずれ

   にせよ、MT"シ ステム"と いった大袈裟な

   装置ではなく、例えは普通のラッブトップ型

   ワープロにフロリピーを挿入するだけで、一

   定限度の翻訳作業が自動的に行えるようにな

   れば、個人翻訳者の間にもMTが 普及するの

   ではないでしょうか、

問い ・翻訳業界における 「翻訳」の定義について,

答え ・実際問題として定義するのは不可能に近いし

   翻訳団体の会則なとを見ても「翻訳とは何か」

   という定義はないようです 文芸作品の翻訳

   こそ本当の意味での翻訳たと主張する人もい

   るようですし、超訳とか翻案といった方式が

   翻訳といえるかとうかについても賛否両論が

   あります、ついでながら、日本には翻訳者の

   団体も幾つかあるうえ、ローマ字の略称が

   `'JTF"°'JTA'…JAT....JST"と いう

   ように互いに似ているため、先ごろ開かれた

   翻訳者の国際会議でも何とかならないかとい

   う要望が出たそうです,

問い ・放送や映画のメティア翻訳も、文書の翻訳と

   相当異なるものがあるが ・・

答え 映画やテレビは画面に出せる字幕の字数に、

   時間的にも空間的にも制限があり、テキス ト

   に沿っての翻訳ではなく、要点をピックアッ

   プしてス トーリーの流れを伝えることを重点

   を置かざるを得ません.

    テレビやラジオのニュースも同様で、例え

   ば英語のニュースと日本語のニュースでは構

   成が違うため、そのまま訳 しても結果は極め

   て不自然です,む しろ 「英語で送られてきた

   ニュースの内容を咀咽 して日本語のこ1 ス

   を書き下ろす」といった感じです。

問い ・前編集や後編集の比重について。

答え:先 にも触れたように、前編集は原則として行

   なっていません.後 編集はどうか,単 に 「エ

   ティット」と呼んでいますが、この過程は誤

   訳チェックと品質管理の両面で大いに重視 し

   ています,翻 訳者が英語のネーティブ ・スピ

   ーカーの場合は、日本語のネーティブ・スビ

   ーカーがチェックする、その逆の場合は逆の

   組み合わせにする ・・というのが原則です

   翻訳者といえは、とかく 「この単語は知って

   いる」と思いがちです、事実、翻訳者の語彙

   は豊富ですが、知っている単語でも、知らな

   かったつもりで辞書を引くと、思い違いに気

   つくこともあれは、新しい意味を発見するこ

   ともあり、決 して無駄ではありません

    翻訳や編集をする時は、いろいろな辞書や

   参考文献を最大限に利用すべきです,そ の点

   社内にいると各種の辞書や参考書を使えるの

   で便利です、こういった辞書や参考文献の電

   子化が一段と進み、一般の翻訳者も気楽に使

   えるようになれば、それに越したことはない

   と思います,

A 文 募 集 中

              「SPICIS/y4』

      Japan-Sill畑pore AI Centerを は しあ シンガポールの情報処理関係4団 体が

         共 同 開催す る人口知能、先端 ソフ トウェア関係の国際会議

開 催 時 期

開 催 場 所

論 文 締 切

1996年11月14日 ～17日

シ ン カ ポ ー ルREFFLES CITY Convention Center

1994年4月1日  論 文 選 考 1994年7月1日

詳細問合せ先 〔財)国 際情報化協力セ ンター・普及部 喧03-3547-0941)
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研究所紹介

(株)東 芝 研 究 開 発 セ ン タ ー

  情 報 ・通 信 シ ス テ ム 研 究 所 第2研 究 所

 JR川 崎駅を降りて東口に出ます,10年 前を思

うと再開発で見違えるようにきれいになった駅前広

場へ出てバスに乗り、広大な氾濫原の真ん中をゆっ

たりと流れる多摩川を右に見て走る事10分 で、妙

光寺という禅宗のお寺の前に出ます,そ こからバス

は狭い道を閑静な住宅街に入って行きますが、たち

まち国道一号線、いわゆる 「二国」にぶっかり、急

に空が開けます,実 に突然、目の前が開けるという

感じで明るくなり、そこに私たちの研究開発センタ
ーが覗れます ,住 宅街と二国と多摩川に囲まれた静

かな一一二国は意外に静かなのです一一、研究にはう

ってつけの場所で私たちは機械翻訳の研究に勤しん

でいます、

 この研究所は1992年9月30日 までは総合研

究所、情報システム研究所と呼はれていましたが、

1工}月1日 の組織変更で 「研究開発センター 情報

・通信システム研究所 第2研 究所」という名前で

呼ばれるようになりました 3つ のコーポレート・

ラボラトリーが1つ に合体し、研究開発センターと

なり、その中で、情報 ・通信 ・映像の分野を担当す

る研究所として、新たに情報 ・通信 システム研究所

が発足 したのです一情報 ・通信システム研究所は、

現在、第1研 究所、第2研 究所、第3研 究所の:3研

究所からなりたっています 、との研究所がとの研究

テーマを受け持つかは、いろいろなファクターによ

ってグイナ ミックに決められます、

 機械翻訳の研究チームは、現在のところ、その第

2研 究所のなかの自然言語の研究クループに属 して

います。東芝の自然言語処理のグループは、今から

15年 前の1978年 、日本で初めて(も ちろん世

界で初めてです)日 本語ワー トプロセッサを開発し

たことで知 られています,こ の日本語ワープロは文

節解析を行うもので、文節で分かち書きする入力方

式と、文節が分からない人のために漢字をシフ トで

指定する漢字指定式の2種 の入力方式を備えていま

した,世 にあまたある解説書の中には、技術の連続

性に目を奪われて憶測で、漢字を音 ・訓なとの読み

で1字 っっ入力するタイブが出て、次に辞書を 引く

だけで文法解析 しない タイプが 出、や っと文法解析

をす るタイプの ワープロが出たと書 いているものを

見 うけますが、事実はきれいにこの逆で した 、技術

評論家の 目を眩 ませ る程に当時の私たちの言語処理

技術が高い ものであったのかなと密かな自負を持 っ

た ものです,

 機 械翻訳の研 究はこの技術の系譜の中にいます 、

1985年 に世界初のEWS(エ ンジニア リング ・

ワー クステー ション)型 で 英 日機械翻訳 システム

ASTRANSAC(エ イエス ・トランザ ックと読

みます)を 完成 しま した,こ の システムは大規模意

味解析を行 うたあ、従来 、拡大句構造文法等では、

条件部で意味規則を書いていたのですが 、これを止

め、統語解析部は純粋 に統語解析だけを行 う事 にし

意味解析用の規則は知識辞書を用いて統語解析 とは

独立 にかつ大規模に記述で きるよ うに しました そ

のため、処理方式とテー タ構造を従来方式か ら一新

することに し、これ によ ってEWS上 で も実用時間

で稼働す る高速性と意味の柔軟な取扱いを可能 にし

たのです この処理系を用い、1990年 に は日英

システムを完成 しま した

 ASTRANSACは 、その 名(ASシll一 スの

EWS上 で稼働す るTRANSlation AC

celerutor)に 込 め られている理念通 り、

実用性 に重点をおいているため、単 に翻訳 してVD

Tあ るいはプ リンタ上に結果が 出るだけの ものでは

な く、c)CRを は じあとす る入力か ら出力 まで一貫

した ヒューマ ン ・インタフェースによる設計が採用

され、今では 多くのオフィスで使われ るようになり

昨年 ソフ トウ ェア情報セ ンターか ら優れた特質を も

っソフ トウェアに与えられる 「ソフ トウェア ・プロ

グク ト・オブ ・ザ ・イヤー92」 を いただ いてい

ます 、,

情報 ・通信システム研究所

         研究主幹 天野 真家
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M璽 捜繍礫鱒 聾

機 械 翻 訳 の 中 間言 語

 今回は、機械翻訳で用いられる 「中間言語」につ

いて説明します、機械翻訳では、日本語と英語とい

うような、系統 も語順 も異なる言語の間で文の変換

を行なわなけれはなりません、翻訳したい元の言語

順 言語)の 文から、翻訳 して出したい結果の言語

(目的言語)の 文への変換の仕方には何種類かの方

法が提案されていますが、その中の一一つに中間言語

方式と呼ばれる手法があります,中 間言語方式は、

処理の途中段階で、原言語にも目的言語にも共通 し

た意味表現を用いる方式です1そ こで用いられる意

味表現を中間言語と呼びます 、

この二つの図からも分か るように、日本語 と英

語 とでは一般に文の形が異 なります,し か し図

1、 図2の 文の中の動詞t「 行 った」 と 「went」

)を っ まんで持 ち上 げると、文全体が係 り受け

関係の糸でつなが って持 ち上が り、 日本語 、英

語のどちらの場 合に も、図3の よ うな共通の構

造が 出来上が ることがわか ります 、

主体者   時

行った

同伴者   的地

Q・ 原言語にも目的言語にも共通な意味表現という

  のは、具体的にはとのようなものですか?

A・ 例えば 「ジ ョンは昨日メア リと学校へ行 った、」

  という日本語の文を考えま しょう1こ の文の構

 造 は、大雑把に言って 、図1の ようにモテル化

  で きます 、

ジョンは  昨日  メアリと  ヂ校へ  行 った

ジョ ン 昨 日

[図31

メア リ 学校

この図の構造は、元の日本語の文と英語の文の

両方の意味内容を共通に表 したものですが、日

本語とも英語とも異なる表現方法になっていま

す ごく簡単な説明ですが、このような意味表

現を中間言語と呼ぶのです なお、図3の 構造

は、植物の木をサカサマにひっくり返したよう

な形になっているので、このような表現法は木

構造表現と呼はれます、

【図11

この図の中で語句 と語句をつ ないでいる線は、

語句の間の修飾関係(係 り受け関係 とも言 う)

を表 してい ます,こ の 日本語の文と同じ意味を

表す英語の文、 「lcihn Weilt to sch(xil with

Mari-yesterday.」 の構造は図2の ようになり

ます 一

John   went   to school   with Mary    yesterday

Q 図3の 中の 「主体者」とか 「時」とかいうのは

  何ですか?

A この木構造の枝の一つ一つには、その枝が表す

修飾 関係の意味の種類を示すマーク 〔ラベル)

が ついています,例 えば上記の例文の場 合、日

本語 で も英語で も 「ジョン(J(,hn)」 は 「行 っ

た」という行為の主体者を表 して います、そこ

で 、 「ジョン」 と 「行 った」を結ぶ枝 に 「主体

者」という意味関係マー クを打つわけてす,

この意味関係マー クは、素朴には、いわゆ る英

語の 「5WIH」 に相当するものです,
【図21
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WHO  誰が     一 主体者

WHEN  いつ    一 時

WHERE どこで   一 場所

WHAT  何を    一 対象

WHY  なぜ    一 理由

HOW  とのように 一 方法

tDO) (したか)  一(行 為)

図4は 、この5WlHと 述語の関係を木構造の

形で書いた ものです,木 構造の枝 の一っ一っに

このよ うな意味マークを与 えることで、その枝

の意味的な区別を行なうわけです,実 際には、

文の意味関係を表すには、5WlHの6種 類の

区別だけでは足 りません。例えば上記の例文で

は 「学校」 と 「行 った」の間の 「目的地」 、

 「bare」 と 「行 った」の間の 「同伴者」、 と

い った意味関係 マーカーが必要です.中 間言語

右式を用いてい る実際の翻訳 システムでは、数

十種類の意味関係マーカーを設定 して使 ってい

ます、

図5の ように個々の言語によらない形に表現で

きます,

なお、図5の 中で'驚 く"と 記 した部分は、

日本語の自動詞 「驚 く」で も 英 語の他動詞

「surprize」 で もありません.そ の2っ の語に

共通す る 「驚 く/驚 かす」という概念を表 して

います,こ の ことは前 に挙げた図にもすへてい

え ることで、この解説では便宜上 、中間言語を

表す木構造の中で 日本語の単語を用いています

が、それ らは単語その ものではなく、その単語

が もってい る概念を表 して います.あ る単語が

複数の概念を持 って いるときには、それ らを区

別するために、個々の概念をあらわす シンボル

⑭

経験

驚 く

原因

雷

      述暑

尋 由  法

㊥ ⑧ ⑧ ⑧ ⑧ ⑧

【図4]

Q・ 中間言語にはとのような利点が あるのですか?

A・ 最 も重要な点 と して 、日本語や英語 とい った個

  々 の言語に固有な表現か ら独立 した形で文の意

  味 内容が表現 されて いる、とい う点が挙げ られ

  ます。一般 に言語が異 なると、同 じ内容がかな

  り異 なった文で表現 されることがよ くあります,

  例 えは これは簡単な例ですが、 日本語で 「私は

  雷 に驚 いた」 とい うように 「驚 く」 という自動

  詞 を使 うの自然である場合に、英語では、他動

  詞rsurprize一 驚 かす」が まずあ り、同じ内

  容 が 「Iwas surprised by a thunder」 の よ う

  にその受身文で表現 されるとい うよ うなことが

  あ ります、 このよ うに同 じ意味を表す文の形が

  各言語で異 なる場合に も、中間表現 を使えは、

【図5】

信己号)を 変える必要があります 、

中間言語方式を用いたシステムでは、翻訳 シス

テムが大きく解析モジュールと生成モジ!一 ル

の二つに分かれます 、翻訳する際に解析モシュ

ールでは原言語から中間言語へまた生成モジュ

ールでは中間表現から相手言語への変換を行な

います 、ですから、生成モジュールは、原言語

に固有の言い方からの影響をあまり受けること

なく、目的言語内の条件において、その文の意

味内容を表現する自然な言い回しを選択するこ

とができます,

上 で述べた自動詞 と他動詞の対応 と同様の関係

は、日本語 なら日本語 という一つの言語の中に

も存在 します,例 えば 「トアが開いた,」 とい

う文と 「彼が トアを開けた,」 という文の内容

には、共通す る意味関係が含まれています 、そ

れは、とち らの場合に も 「開いた」物体は 「ト

ア」である、という関係です 、言 い替え ると、

とちらの場合に も、 「トア」が 「開いた ・開け
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た」という概念の 「対象」であるという関係は

共通です,主 語、述語という観点から言えば、

この二っの文の構造は異なりまず 、第1文 では

「トア」が主語、自動詞 「開いた」が述語であ

り、第2文 では 「彼」が主語、他動詞「開けた」

が述語であるというように構文に差があります,

しかし、中間言語を用いて文の意味を表現する

と、そのような文の表面上の構文の違いを越え

て、共通の意味を共通の形で表現できます。

Q・ そのような利点が生かされるのはどんな場合で

 すか?

A・ 特にこのような利点が力を発揮するのは、多言

 語翻訳の場合、つまり一度に沢山の言語に翻訳

 する時です,例 えば、日本語と英語の間の翻訳

  だけでなく、同時にスペイン語や中国語やその

  他の多くの言語の間で翻訳を行なわなければな

  らないような「国際的」な状況を考えてみましょ

  う、扱わなけれはならない書類が、あるときは

 英語、ある時は日本語、ある時は中国語で書か

 れるといった状況です 、あるいは、元の原稿は

  ある特定の言語で書かれていても、必要とされ

  る翻訳の相手言語が複数であるという場合です。

  このようなとき、もし中間言語を用いなければ、

  それら必要な言語のすべての組合せの数だけの

  翻訳システムを作らなければなりません、これ

  に対 して、中間言語を用いれば、原則として、

  解析モジュールは原言語から中間表現への対応

  を、また生成モジ!一 ルは中間言語から相手言

  語への生成方法を考えれば良いわけです。実際

  アジア諸国間で共同で行なわれているCICC

  プロジェクトの多言語間翻訳システムの開発で

  は、中間言語方式が採用されています,

Q・ 中間言語 と して、例えは英語やエスペ ラン ト語

 を 使 うことはできますか?

A 残念ながら、英語やエスペラント語は中間言語

  には適 していません。英語のような人間が使う

 言語には、いろいろな種類の曖昧性があるから

  です,一 つの単語が複数の違った意味を持って

  いることはごく一般的ですし、また、一っの文
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が状況によって何通 りにも解釈できることも度

々あります.こ のように同じ表現が何通 りにも

解釈できるという自然言語が持っている性質は

人間が使う場合には効率的で便利なことも多い

のですが、意味表現 としては適切ではありませ

ん。曖昧性をもつ文の具体例として、次の例を

とりあげてみましょう、この文は、曖昧性の説

明の時によく使われる有名な文です。

I sew a girl with a telescope.

この文は 「with a telescope」 とい う部分が文

のどこを修飾 しているかによ って、少な くと も

二つの異なる解釈が可能です。一っは 「望遠鏡

で女の子を見た」とい う解釈 、他の一っは 「望

遠鏡を持 っている女の子を 見た」 という解釈で

す,こ のように語句 の修飾先 に曖昧性が生 じる

のは、文が一次元の線状 に並んでいることが主

な原因です,

 英 語の場 合、前置詞に連用と連体 の区別があ

りませんか ら、上記の 「with a telescope」 の

ような語 句か どこを修飾 しているのかが分か ら

なくなることがあるわけです,

 つ いでなが ら、 日本語 には連用 と連体の区別

があ りますが、図1に 示 したよ うに、 日本語の

語句 はほとんど例外 なく右へ右へ と係 ってゆ く

ので、やは り曖昧性が生 じて しまうことが 多く

あります,簡 単な例 として 「大きな庭の石」と

いう句を考えます、この句の中の 「大きな」と

いう連体形の語は、その右側に 「庭」という名

詞 と 「石」 という名詞 とがあ るので、とちらの

名詞を修飾 して いるのか(大 きいのは 「庭」か

「石」か)が 曖昧です.こ こで説明 したのは英

語や 日本語の例ですが 、エスペ ラント語の場合

に も問題 は本質的に変わ りません.そ の言語が

1、 一つの単語や文が幾つもの意味で使われる

2,文 が語句の一次元の並びから出来ており、

  かつ語句の修飾先を決定できるマークがな

  い,

という性質を持 っている以上、ここで説明した

ような曖昧性が生 じてしまうからです,こ のよ

うな理由から中間言語では、



1。 実際の単語そのものは使用せず、その単語

の 「意味」の一っ一っをシンボル化 したものを

用いる。

2。 修飾関係を明示するために木構造(場 合に

よってはネットワーク構造)を 使 う。

という訳です。

Q:中 間言語はすでに完成 しているのですか?

A:現 在、商用のシステムも含め、いくっかのシス

  テムで中間言語方式が採用されていますが、中

  間言語はまだ研究の途上にあります。中間言語

 は実際のシステムを構築する過程で、沢山の異

 なる言語を対象とし様々な言語現象を分析 しな

 が ら設計されてゆくものです。現在使われてい

 る中間言語は皆そのシステムごとに独自に設定

 されたものです。

このことに関連 して最後に付け加えておきたい

ことがあります。それは、機械翻訳の研究者の

中には、中間言語方式は機械翻訳の手法として

あまり適切ではないのではないか、と考えてい

る人たちもいるということです。きめ細かい翻

訳結果を得るには、特定の原言語と目的言語の

個々の言語現象の対応を出来るだけ多くシステ

ムに直接覚え込ませるべきであり、中間言語は

その目的には合わない、という考え方です。ま

た 「言葉の意味」とは何か、伝えるべき 「文の

意味」とは何かという問題は、非常に難 しい問

題です。この観点から言えば、現在設定されて

いるどのシステムの中間言語も完全ではありま

せん。具体的な細部に関しては、中間言語研究

者の間でも、まだ合意がとれている訳ではあり

ません。ですから、ここで述べた中間言語の説

明は厳密なものではありません。中間言語の持

ている性質の、ごく基本的な部分の概説である

と考えて下さい。

しかしながら、言語の意味表現としての中間言

語の研究は、今後も継続されてゆくでしょう。

現在の機械翻訳ではまだ一文ごとの単位でしか

文書処理ができませんが、現在、文脈(文 書の

流れ)を 考慮しなが らよりよい翻訳をするべ く

研究が進められています。話の文脈や、言語で

表現された知識を扱うためには、個々の言語の

表面的な違いの影響が少ない意味表現としての

中間言語の研究が、ますます重要になるでしょ

う。

(NEC情 報メディア研究所 亀井真一郎)

音声言語処理国際会議
      ICSLP/94

日  時 平成6年9月18日(日)～22日(木)

場  所  横浜市・パ シフィコ横浜(JR桜 木町より徒歩15分)

目  的 人間と機械における音声言語の処理に関し、基礎から応用にわたる重要な

諸問題を取り上げ、最新の研究成果をの発表と意見交換を通じてこの分野
の学術の世界的発展に寄与する。

論文募集 2月28日 アブス トラク ト(英文で400語 以内A4サ イズ1頁)

4月20日 論文選考採否決定通知  6月30日 本論文送付期限

事 務 局 雛 サイマルイ ンターナ シ ョナル1(;SLP'94事 務局(XO3-3586-8691)
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新製品の紹介
IBM Translation Manager/2

日本アイビーエム株式会社

 IBM Translistion Man<iKer 2に れ以降、 TM 2と

略 記)は 、効率的に翻訳を行いたい、質の高い翻訳を

したいというニースに応える、統 合され た翻訳支援

システム製 品です 、原文を見る、辞書を引 く、関連

する訳文を参照する、といった翻訳 に係わる作業を

支援す るたけで なく、翻訳の準備、翻訳後の ファイ

ルや辞書の管理 、ワープロDTPと の インクー フェ

ースなと、翻訳業務 全体の効率を高 める充実 した機

能を提供 します,

IBMは 、自ら翻訳の大 きな社内的ニースが あり、

長年にわたる豊富な翻訳業務の経験に基ついて この

ソフ トウェアを開発しま した,す でに、各国IBM

の社 内翻訳 セ ンクーで、TM-2を 実 際の翻訳業務

に使用 し、大きな成果を上げています1

◆特 徴

・容 易な翻訳 プロジェク ト管理 ・

 翻 訳に必要 な原文や訳 文の ファイル、翻訳で使用

 す る辞書、翻訳 メモ リーtTM.2 が 作成する

 対訳テーケ ・へ 一ス)、 新規 既存の用語 リス ト

 な とを、ウィントウ環境の もとで処理、管理でき

 ます 、

 また、これ ら翻訳 に必要な 多種多様 な資料を一

っの フォルダーにまとめることがで き、翻訳 プロ

ジェクトの管理者の負担 を軽減 します,

・充実 した翻訳支援機能 〉

・翻訳 メモ リーによる翻訳結果の再利用

 TM.2て 翻訳 してい くと、原文と訳 文が翻訳 メ

 モ リーに 自動的に次々と蓄積 されていきます 、翻

 訳 中に、同 じ文を前に翻訳 していれは、 翻訳 メ

 モ リーか ら自動的に検出 し翻訳 メモ リー ・ウ ィン

 トウに表示 します これ らの訳文は、簡単なキー

 操 作で翻訳に取 り込あます,こ れによ って、翻訳

 の効率を上けるとともに、翻訳のは らつ きを防 ぐ

 こ とがで きます 、

  さ らに、改訂時には、旧版 と同 し文を自動的 に

 翻訳済の訳文で置 き換え ることもで き、追加 変

 更 部分の翻訳に専念できます,

・ファジー・マ ッチによる幅広い再利用機能

完全に同 じ文以外 に、ある程度似ている文の訳 も

ファジー・マッチ機能 によ って 自動的に検索 ・表

示 します この とき、原文上で異なる部分を カラ

ー表示 し、訳文の手直 しの参考 にすることがで き一
「rIn・」1いh Fmgr`)nmen,:DrM(11「Yi〔DレM〔 〕D

    ・ ・.r,  ・,"1 ら 巳、..4属'二n  亀

   ●   駒5:    圃'    ●'      、

           °ついて   てい

・ 転B

砺 ン訪 一,・.一 伽 一耐 、蝦 傑 向上鯉 龍

臨翻鍵蝦謡臨
t川u鰯 」悶閃r艦翼剛曽h3剴 創陶:

・1;

.LMC・ 一,漁 竺,・r.rr..,
釦1 ・  9 ●       9閃即 躍

鑛 雛 鵬鵜講贈・

.ti     ■6 門

礪訳邑面

 ますue

'・ 複数の辞書が使用可

  TM/2で は複数の辞書を扱うこと

  かてきます、辞書に登録されている

  用語が覗在訳 している文中に現れる

  と、自動的に訳語を検索 ・表示しま

  す、翻訳 メモ リーと同様、訳語を簡

  単に文中に取り込む機能により、キ

  ーとなる重要な用語を誤って訳した

  り、文書内の不統一や翻訳者間の不

  統一を防ぐことができます、自分用

  の辞書も容易に作成てきます、辞書

  の整備は、品質の高い、効率よい翻

  訳の基本です、

   TM;2で は、原文ファイルから
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の用語Ilス トを、指定 した辞書をもとに作成する

機能を備えており、翻訳開始前に、プロジェクト

用の辞書を整備することが容易にできます 翻訳

作業中に用語の追加、削除、変更 もできます.

… 人 の 翻 訳 か ら大 規 模 プ ロ ジ ェ ク トま で 〉

一一台 のF'(;で 全 て の 機 能 が 利 用 で き ま す ま た 、

 ロ ー カ ル ・エllア ・ネ ・・ トワ ー ク 〔LANIサ ポ

 ー トに よ り 、 複 数 台 のPCで 翻 訳 メモ リー や 辞 書

を 共 有 て き ます 、

  これ らσ)フ ァ イ ル を 共 有 す れ ば テ ィ ス ク ・ス へ

 一 スを 節 約 で き る だ け で な く 、 フ ・ノ イ ル へ の 追 加

 変 更 を 即 座 に 他 の 翻 訳 者 が 利 用 す る こ とが で き 、

 効率 よ く 作 業 を 分 担 しな が ら 、 全 体 の 統 合 を と っ

 て 管 理 し て い く こ と も可 能 で す.

・ 各 種 の 文 書 形 式 に 対 応 一』

 TM・2で は 、 各種 の ワ ー プ ロやDTPでf乍 成 さ

 れ た"芝 書 を 、 テ キ ス ト部 分 抽 出 な ど の 前 処 理 な し

 に 、 そ の ま ま扱 え ます,翻 訳 後 の 文 書 に は 、 原 文

 に あ っ た 蒐 出 しや 文字 飾 り な ど の 制 御 情 報(タ グ

 が 保 存 さ れ て お り 、 そ σ)ま ま ワ ー フ ロやDTYで

 出 力 で き ま す.

  現 在 サ ポ ー ト して い る文 書 形 式 はRTF〔kith

  Text Fermat), Ami Pro*。  Interleaf5*, VeIi

  turn Publisher*, II3M B(x)kMaster*で す.

  ::へmi-Pr〔 〕はLotus l)evelopmellt Corporき1tionの

   商 標 で す.

  *111terLeaf5はIllterLeaf社 の 商 標 て す 、

  * 1rn†UI"rl Publi5her(まVeIltura Yublisherinc.

管理者(サ ーバー)

鰍 轡回

團

冒

翻 訳 者

●■駅
●齢磨の9鳳
●0駅 メモリーの,廉

 の 商 標 で す,

*1張x)kMasterはISM LcGrp.の 商 標 で す

◆ 仕 様

 対 象 言言吾: 英 言吾一一 日本 11  (i 参 貝召〉

 シ ス テ ム 構 成:H・W [BM PS 55*,

        【BM PS・V*て ビ デ オ ・サ

   ブ シ ス テ ムがXGA・XGAI[の もの 、メモ

   i)-10MB以 上 、 ・・一 トテ ィ ス ク15M

   B以 上(TM 2本 体 の み)、 マ ウ ス 、 l

   BMoS・2木 バ ー ジ ョ ン.il.3以 降 〔P

   S、Vの}易 合 、oS 2*」2. 0以 降)

 ◆ 機 能一一・覧

   翻訳 者用'翻 訳 メモ リーによる翻訳 文の蓄積 ・

  再 利用、辞書の自動検索 ・キーによる取 り込み機

  能 、原文表示機能 、マーク付け情報t4グ 〉の管

  理 機能 、後編 集機能、基本的なスケ リーン ・エテ

  ィ クー機能管理者 用:.文書ファイル管理機能 、フ・ゴ

  ル ケーによる複数 文書ファイルの..一括管理機能、

  翻 訳 メモ リー管理機能 、辞書管理機能、 文書解析

  機能、用語 リス ト機能 、ワー ト・カウ ン ト機能、

  ネ ッ トワー ク管理機能

  *:[BM, PS・55, PS V, oS `2は

    IBM Corp.の 商標 、

        注:各 国語対応のoS・2*を 使 用す

          る ことにより、欧米[a[語間 、韓

          語 、中国語への翻訳可能

 問 合せ先 エ ンサイクロソフ トエ ンジア リンクサー

            ビ ス株式会社

            q】 本 アイ ・ピー ・エム〔殊o

ミ 萎 菖顕メモ・-  11醐 鮒 、社

            EnSホ ・ソトライン

            i〔}3,52〔}0.〔}fia2

羅
 校閲青
 ●WRのffiN

團    用踏の蟹理者    ○棄腫録腰の一括竃鳳
    ●piの蟹理
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新製品の紹介

暎 翻訳ソフトTransLand

ブラザー工業株式会社

1.新 製品開発の背景

 当社では米国と英国の海外工場へ送 る トキュメン

ト作成のため、大型汎用計算機 とワー クステーショ

ン上で トキ ュメン ト作成支援 システムを開発 して、

運用 してきました,

 この システムは国内で設計 した事務機器、電気製

品等を海外工場で生産するために必要な トキュメン

トを作成 し、 リアルクイムて送付するための もので

す そ の際に、 日本文を英文に翻訳 するために、 日

英翻訳支援 ソフ トを開発 して、支援 システムの一部

として使用 してきました

 今回の製品はその実績を基に 文法 ・辞書をより一

般向けに手直 しを して、さらにパソコン用に処理 フ

ログラムの高速 化、小 メモ リ化を計 った ものてす,

 周 知のように、パ ソコンの性能が向上 し、価格が

低下 して、…般のユーザーがパソコンを操 作す る機

会が増えつつあります,従 来、ワー クステーション

て行 っていた処理 の中にはパ ソコンで ト分行え るも

の もあります そ こで製品化のコンセフ トは

 ・個人ユーザ ーが手軽に使え る

 ・翻訳精 度は従来のワークステー ションクラス並

  か それ以上

 ・シンフルで使い易いユーサーI F

と しました

・ユーサー辞書登録

 ユーザー辞書に登録可能な品詞は、サ変、名詞、

動詞、形容詞、形容動詞、連体詞、副詞、文頭接続

詞、助数詞です

 翻訳のユーザー辞書を登録する時は、一般になじ

みがない文法情報や意味情報を入力 しなけれはなり

まぜん1ま た、ユーザー辞書登録で入力できる情報

の範囲を広けすぎると基本辞書に作用を及ぽし思わ

ぬところで翻訳精度が落ちる場合があります.

 そこて社内の運用経験を基に、入力できる情報の

範囲をユーザーに不自由を感じさせず、かつ基本辞

書に悪影響を及ほさないように設定 しました

 また、辞書情報を入力する際にはつねにオンライ

ンヘルフか表示されるようにし、柔軟にユーザー辞

書登録を行えるようにしました,

・簡 易編集 ・表示機能

 翻訳す る日本文、翻訳された英文を表示 ・編集 す

る機能は シンフルで初心 者がす くに使え るように最

小限の機能に しました 後編集や校正等は各ユーサ

ーが使 いなれ たワーフロやDTPソ フ ト上て行 って

もらうように しました

 基 本的な操作はMS-DoSテ キ ス トファイルを

読み込んた後に翻訳 と出力を行います

2.製 品の特徴

・高い翻訳精度

 上述 しま したように、大型汎用計算機 またはワー

クステーションで開発されたソフ トウェアを、基本

性能を落とさずにパ ソコンに移植 しました

 翻訳方式は、意味 トランスファー方式です,

 文法記述言語 は、従来の文法記述言語を処理速度

と記述の適正の観点から見直 し、新たに開発 しまし

た 、また、同時に辞書情報 も大幅に改良 しました、

これによりワー クステーションクラスの高い翻訳精

度を保 った ままパ ソコンへの移植が可能 となりまし

た

・その他

 主 な日本語FEPに 対応 しま した 、ATOK6、

7、8、WXn、 松茸 、及ひMS-KANJIは 翻

訳 ソフ ト側で 自動設定を行います

3.今 後の予定

・他のパソコン
、oSで の製品化

・分野 別辞書の製品化

等を行 ってい く子定です
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製品の仕様

動
作

環
境

ソ

フ

ト

ウ

エ

ア

仕

様

対象機種

CPU

メ モ リ

HDD

OS

辞書

翻訳方式

翻訳速度

処 理 モー ド

出力

その他

NEC PC98シ リー ズ

80386SX以 上(推 奨80486)

プ ロ テ ク トメモ リ5MB以 上(推 奨8MB)+メ イ ンメモ リ640KB

i6MB以 上の空 き容量

MS‐DOS Vera.3x,5.Ox

基 本辞 書 約43,000語

ユ ー ザー辞 書 語 数 は無 制限 、但 しメモ リに よ って制限 され ます

意 味 トランス フ ァー方式

一 文 5秒 ～ 数 十秒 (80486/33MHz)

  (文 の 複雑 さによ って変 わ ります)

一 文 入力 ・翻 訳/MS-DOSテ キ ス トフ ァイ ル逐 次翻 訳

/MS-DOSテ キ ス トフ ァイルー括 翻訳

MS-DOS日 本 語 テキ ス ト/MS-DOS英 語 テキ ス ト

/MS-DOS日 英 対訳 テキ ス ト

ユーザー辞書登録機能/フ ァイル管理機能/テ キス ト表示

〈価格〉

〈問い合わせ先 〉

TAKERU価 格 ¥39,800円(税 込 み)

パ ッケー ジ価格 ¥49,800円(税 別)

ブ ラザー工 業株 式 会社 TAKERU事 務 局 酒 井

TEL O52-824-2493
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新製品の紹介

英 ・日翻訳支援 ソフ トウ ェア LogoVista E to J

ロゴヴ ィスク株式会社

【ようこそlx)goVista E to Jへ 】

 u)goViSta E t(, Jは 、英文を和文に翻訳する電子

翻訳 システムです 、ワープロなどで作成 された英文

テキス トをLog(,Vista E to Jに 読み込むだけで、和

文テキス トに翻訳で きるたけでな く、翻訳意図に合

うように、いろいろな解釈の 日本語訳を選択で きる

機能なと、より緻密 な翻訳作業を支援 します 、

【現在 ご利用のパ ソコンで稼働 します】

 従来の当社製品は必要 メモ リ16MBI:,(上 という大

規模 システムを要求 していましたが、この度の新製

品ては最小8MBで 稼働す るよう改良 され ま した 勿

論、t規 模 システムではよ り快適 に動 作す るよう設

計されています 、現在、以下のハー トウ ェア環境に

対応 した製品を提供 してお ります

隔cint∩sh版

必要 システム

  ● 本体  11aciutcash IIシi一 スiJ,降

       Powerhx)kl4i}以 上

  ●oS  漢字talk7以 降

  ● システム メモ リ 8MH以 上 推奨

一こ 駒i
lldGws版 朔S-[X)S)

  必要 システム

    ● 本 体  日本 語Windows3. lJが 使用可能

         なNELPし98【}0シ リース

    ● システムメモ リ 8MB以 上 推奨

:二Wind(⊃ws版 ix)S V)

  必 要 システム

    ●本 体  日本 語Windows3. IJが 使 用可能

         な[BM PCAT互 換機

    ● システムメモ リ 8HB以 上 推奨

以 下 に 、 矧acintosh版V2.〔}の 主 な 機 能 を ご紹 介 し

ます

【英文テキス トを入力 して翻訳iま す】

  メイ ン う いん どうの[英 文テキス ド ホ ・・ケ

スに直接英文を入力するか、あ らか じめ ワープロか

エテ ィタて英文を作成 しテキス トファイルに保存 し

ておいて、これを読み込むかのいずれかの方法を と

ります

[和文の形式を選択できます】

  翻訳意図に合った翻訳結果を得ることを目的に

次のような和文の形式を選択できます

    二 普通体・会話体

       英文テキス トの中に呼ひかけのよう

       な文章がある場合、翻訳 した和文を

       普通体にするか会話体にするかを選

       択

    二 和文の文体

   一～た調」、 ～である調、1、 ～

   てす調」の3つ から選択

口 固有名詞表示形式

   一英語のみ」、P日 本語 嘆 語L

    日本語のみ」の3っ から選択

  冠詞theを1そ の)で 表示

   冠詞theを 日本語 〔その)と して訳

   出するか省略するかの選択

【翻訳する速度と精度をコントロールできます】

 翻訳支援 システムの最大目標は、より精度の高い

翻訳結果を提供することにあります、しかし、翻訳

対象である英文が長 くなれはなる程、また複雑さが

増す程、大きなメモIl空間を必要とし、処理時間も

かかることになります 一 与、パソコンの実装 メモ

リはユーサによって異なり、実装メモリサイズに応

じた能力を発揮できるようにユーザ側で選択できる

ようにしたのがこの機能です

 翻訳速度を速める設定を行うと、優先度の高い解

析に絞 り込む機能が働き始め、さらには自動的に文

章を分割する機能が働き始めます 、この機能は長文
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になる程効果を現 します.そ の結果として、翻訳速 【独特な語彙をユーサ辞書登録 して翻訳できます,】

度が速くなるということですので、実用的な観点か

ら選択していただくことを期待 しています,平 均的

には21}程 度(0～100の 選択が可能)で 試され

ることをお勧め致 します,

 【英 文や和文の レイアウ トを選択 できます】

 翻訳を終 えた英文と和文の表示 レイアウ トを 「フ

ォーマ ッ ト済み)と 「対訳」の2つ の形式のいつれ

かに選択す ることが出来ます,「 フォマ ッ ト済み」

は英文の レイアウ トと同 じレイアウ トで和文を表示

します 他方 「対訳」はそれぞれの英文とこれに対

応す る和'文が左右に並んで表示され ます 、尚、印刷

する際 も、 この いつれかに設定 した レイアウ トで印

刷され ます 、

【語句の別な訳を簡単に入れ替え出来ます】

ある単語が意図していた言葉に翻訳されていなか

った場合、別訳語機能で、その単語の別訳語を捜

し出し、翻訳された日本語と入れ替える事ができ

ます また、今後同し語句を同じ訳語て翻訳 した

い場 合、Macintosh版 では自動的にユーサ辞書に

登禄することで、選択 した訳語で常に翻訳させる

こともてきます

【別な解釈で再翻訳させることもできます】

システムでは、一般辞書、専門辞書、ユーサ辞書

なとを参照 し、最適と思われる日本語訳を作成し

ます しかしこれが意図していたものと違うとき、

別な解釈の日本語訳を表示し選択出来るよう、別

解釈機能が用意されています

【品詞を設定 して翻訳 させ ること も出来ます】

英 文を翻訳す る際の解釈の違 いによって和文 もか

わ って きます 、と くにあいまいな文や複雑 な1文で

はい く通 りかの解釈がで きます こうしたとき、あ

らか しめ英語の語 句に特定の品詞やクルーフ化の

設定を行 ってお くと、翻訳意図にそ った和文を速

く作り上げることがで きるよ うにな ります

:品 詞設定]メ ニ ューには、名詞 、動詞、形容詞、

副詞、グループllフ レー ズと して扱 う)、名詞句、

動詞句、形容詞句 、副詞句、前置詞句、英語の まま、

一一般辞書や専門辞書を使用しても翻訳意図に合 わ

ない語句がある場合、お使いになる方が独自英 語

の語句とその日本ご訳をユー辞書に登録してお く

ことで、意図にあった翻訳を行うことができます 、

ユーザ辞書は必要に応じて作成 し、ロードする こ

とにより利用できます,Naciutosh版 では複数の ユ

ーザ辞書を組み合わせて同時に利用することが で

きます また、使用する優先順位 も自由にきめる こ

とができます 、

【システムには学習能力があります 】

編集に使用された英語の語句の特定の意味と品 詞

の使用頻度を統計ファイルに保存するようにな っ

ています.これにより、ある意図で翻訳を行えは 行

う程、利用される方にあった和文を導きたされ る

ようになります

【2つの形式で翻訳結果の保存がて きます】

 翻訳 した英 文や和文をフ7イ ルに保 存で きま す

ファイルに保存するときは、つ ぎの2つ の形式の い

ずれかて保存て きます

 ■ 文書 フ"7イ ル

  シ Tム 専 明のファイルて、たのアブllケ ー

  ン ヨンソフ トては活用できまぜん1

   この ファイルには英文テキ ス ト、和 文チキ

  ス ト、翻訳環境に関す る情報がすへて保存さ

  れ ます

 ロ テキス トフ ァイル

 [英 文テキス ト」ボ・・クスの英文をへscn文 字 で

 [和-文テキス ト1ボ ックスの和文を シフ トJISコ

 ー トy'`'Kfて保 存で きます1

  また 、保存す る内容 も英文のみ、和 文のみ、

 英和文 、未知語の4種 類か ら選択で きます

 これ らの ファイルはワーフロなと他のγブ リ'r

 一 シ ョンソ7ト に読み込んで活用す ることか て

 き ます なお、この形式で711ン ケに印刷す る

 こともできます 、

この製品に関す るお問い合わせは

 ロゴウ ィス タ株式会社 ・電話03-56968531)
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KB&KS国 際会議

言 語 処 理 研 究 の 動 向

 K随KS吠 規模知識べ一スの構築と共用に関する国

際会議)は12月 ト2日 、東京新宿の京王プラザホテ

ルで情報処理開発協会の主催で開催された,こ の国

際会議では 「言語処理」についてのセションが設置

されたが、その要約を報告したい,

rP「 自然言語処理の現状 と未来」

              〔京 大 長尾教授)

 自然言語処理 にはどのような種類があ るかとい う

とテキ ス トの記憶 と処理、形態素解析、シンタックス

セマ ンテ ィックス等があ り、それか ら知識へ とつな

が ってい くわけであるが、解析技術はどの レベ ルま

で来ているかということを述べたい 、形態素解析は

日本語では単語単位 で99.8%位 の 解析精度が得 られ

ている・しか し文を解析す るとすれば シンタクッテ

クスで もエ ラーが出て来る 最終的な文解析の精度

を8{〕-9il%まで求あよ うとすれば形態素の99.8%程 度

ては満足で きず 、99,95%程 度 まで高めねばならない

がこれが 今後われわれに課せ られたテーマであ る,

これがためには分野辞書、分野 別の言葉の言 い回 し

などに改善を加えて行かねばな らないが、それ もど

こまて有効か、 もっとオールラウン トものでなけれ

はならないと云 う事 になると並大抵の ことではない

ということになる これまで3〔1年以上の歴史か らす

れは形態素解析の分野は現時点では出来ることは全一

て行った、後は%を とこまで.ヒげるか にかかっている

 シンY・`/ク ス解析 については種々の方法があるが

ケースクラマーという手法では辞書をどれたけ精密

に作 るかが重要になる 日本語の解析ではデベ ンデ

ンシーアナ リシスをすると極端に係受け関係が複雑

になるが、文の中に含まれ る並列的構造を うま く発

見し、係か り受け関係を減少させてユニークな解析

結果を得 るというシステムを作 ることがで きる 私

共てはこれをKNパ ーサと名付け、公開 している、これ

は文節単位で97%の 解 析が可能だが これを99。5%に ま

でもってい くのは中々難 しい問題である,

 日本語の場合3【)～100文字 か らなる文 では平均 して

74%の 解 析精度が得 られる,KNパ ーサの場 合テベ ン

テンシーアナ リシスを した後ケースス トラクチャー

に変換 してい くと93%程 度 の精度になる・.トータルで

いうと93%掛 け る74%と い う精度に落ちて くることに

なる、それに形態素解析をすると97%掛 けで落ちるこ

とになる 、精度を上 げよ うと思えばテペ ンテ ンシー

アナ リシスの精度を99%以 上 にす る必要があるが、こ

れが これか らの課題である 、

 文 の解析の方法はほぼ確立され たと思 うが、精度

を11111'ti近い ものにもって行 くか、そのためになにを

すべ きかが技術の課題ではないか と思 う、

 解析面では更 に構文解析の多様性 という問題 も残

っている 、これには微妙な ヒュー リステ ックルール

を書 く必要があり、これを行えば良い結果が得 られ

る,一 つの文には色々な情報が含 まれているが現在

の シンケリクスアナ リシスやセマンテ ィリケスアナ

リシスでは文に含 まれている情報の僅か しか解析 し

て いない これ らの情報を うまく抽出 して解析 して

く'Z要 もあ る.

 現在の辞書 は格、 シソーラスに関する情報は盛 り

込 まれてい るが、 これか らの辞書はある単語 につい

て云えばとのような関係を もって いるか 、マルチア

スベ ク トの単語関係の ネッ トワー クを もった ものに

したて ・いかねばな らない 汎用の知識へ 一スを作 っ

て行 くことか 大切で、単語の辞書をどこまで言語 内

知識か ら言語外知識へ広げて行 くかというアブロー

チを考えて行 く事が必要である,

 「自然言語 処理の解析、生成技術の現状と将来」

             【東工t田 中教授-)

 バ ー シンクのアルコリズムが世界各地で使われ 、

シンタステ ックな処理面でどのよ うな優れ た点かあ

るかれてきて いるが、イル フォム トなセ ンテンスを

どう扱 うか〔エラーの フ・r一カシンクノ、曖昧性解消

のために確率的な情報を優先順位をつけ活用 して行

く手法〔コンテ ックスクラマー、テーブルの アクショ

ンに確率をふ る方法、エ ラーテー プルのア クション

の上に確率をふる方法)生 成 についての最新の話題

ワ'ラ ンライプラ リー、マルチボナールジェネレーシ

ョン♪についての紹 介があった,
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 「知識獲得の自動化をあざして」

         丸シェフィール ド大Wilks教 授)

 自然言語処理についてどのような研究がおこなわ

れているか/コ ーパスとしてとりあっかった辞書で

は大型のデータベース、ノレジベースの辞書)その論

点は何かについての説明、大規模知識ベースの構築

噛 動的な辞書の構築をNREか ら作ると云うこと、情

報をコーパスから抽出すると云うこと)知識の獲得、

国際協力 些英語が表現の中心にあり過 ぎるというこ

とから再考する必要がある、この事よりオントロジ

ーの獲得、どのような表現が自然言語に近いか、自然

言語処理を発展せ しめる方法論について、知識べ一

スが文化に依存するという側面、国際協力という観

点からも他の言語に関する知識をどこまで理解 して

いるかを知る必要がある、また技術にどのようなも

のがあるかを知 しり、国際協力をどうのように展開

していくか、大規模知識ベースが自然言語処理技術

から出てこなければならないと強調された。

「テキス ト資源の収集」

       1シ!ネ ーブ大Susan Armstrong)

 コ ン ピュテーシ ョンリンクィステ ィヅクに関 して

の新 しい方向(テ ークオ リエ ンテリ ト)と してはコー

ポラを使う事 であ るが 、コーポラか ら情報を収集 す

る方法(統 計的 、確率的モテルか ら)、 その リソーシ

スはなにか、情報の取 り出 し方について 、また これに

取 りくんだ動機 にっいて(機 械翻訳においてはルー

ルベースでは良い結果がえ られなかった し、スケー

ルア ッフす る事 も難 しい)の 報告があ った。コーポラ

にはどのような タイブがあ るのか、現在とのよ うな

子 ケニークがあ るのか Acquisition)、 どのような

アプ リケー ションがあ るのか、このテキス トリソー

シスを とのように得るのか 、とのよ うに使用 して行

くのか1ア コー トビリテ ィ)ま た新 しいマ ルテ リク

スプロジェケ ト【、ツール構築と利用)に ついての発表

が あった.,

 「MTにお ける知識処理」

             UMIST辻 井 教授)

 機械翻訳は 「言語の構造 に注 目して翻訳 していこ

う」と云 う言語 学か らのアプローチ,Linguistic…Ba

sed MT)「言 語が表現 してい るもの、あるいはそれを

理解す ることによって翻訳 しようとす る」方法〔Know

ledge-Based YT)、 更 に「人間の翻訳家が作 り出した

翻訳の コーパ スを基本的な枠組みとして使 って翻訳

する」方法IExa叩1ed-Base NT)、「テキ ス トにみ られ

る統計的性質を抜 き出 して翻訳 しようとする!Stati

stics-Based瓢T)が 提 案されている、

 この4つ の枠組みが 「機械翻訳 と知識」という観点

か らどのように整理できるか 一また機械翻訳でや っ

てきたことが大規模知識べ一スにとのよ うに役立っ

のか 、言葉 と知識の結付 き、ナ レジヘ ースとテキス ト

ベースをどの ように噛み合わせ るかが現在の研究の

焦点 にな っている,

 知 識 とは非常に抽象的 なもので、人によって捉え

方 も異 り記述表現 も違 った ものになる,知 識は人間

の直感やその分野 における洞察のような ものを中心

として作 られ る、従って大規模知識ベースを作るに

して も個 人差があ り、系統的な知識べ一 スを作る事

はできないという問題があるn知 識 に迫るには再度

言葉の問題 に戻 って言葉から知識にアブローチせ ざ

るを得ない。ところが言葉 も実際にはシンタックス

までは安定 した理論 はで きているが、言葉がなにを

表現 して いるかとい うと個人差が出て安定 した意味

に関する理論が 出来ないという問題がで る、結局言

葉か ら知識に迫 って行 くときで も具体的な言語デー

タを活用 し知識 に迫る しかない、

 言 葉と知識は対応 して いると思われて きたが、言

語 間ではそれほどきれいに対応は してはいない、今

まではナ レジベースの概念は英語 中心にあ らわ され

て きたが、言語 別に並べ、比べると言葉の概念を もっ

と相対的に、客観的にみ ることが出来 るよ うになる、

 Linguistic-Based MTも 言語構造の対応面のみに

とらわれて意味の部分が抜 け落 ちて しまう,言 語が

表現 して いるものにまで立 ち入って考えて行 く'Z要

がある,言 葉とそれが表現 している対象との間に柔

軟 な関係があ るのである

 また単語が知識の単位を構成 しているたけではな

くひとつのフレイスに対応す ることもある1翻 訳の

ユニ ッ トは知識のユニ ・・トと関係 していることもあ

る 翻 訳の単位 には二つの違 った単位があるが、Exam

p且ed-13aseと かKnowledge-Based、 Llnguistic一 正知sed

で それぞれ違 ったように捉 らえ られお り、 この翻訳

の単位を考え直す必要があ る,知 識 と機械翻訳 とい

う観点か らす ると言語 の単位と知識の単位の相互関

係を考えて行 く必要がある,
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機 械 翻 訳 支 援 に 関 す る ワ ー ク シ ョ ッ ブ

 日米科学技術協 力協定に基ついて機械翻訳 システムの研究開発、評価 、有効な利 用方法 について 日米両国の

専門家による研究発表、討論、情報交換を行 うため科学技術振興調整費の重点国際交流により 機 械翻訳支援

国際ワークショッフ.か 開催 され た

 臼崔は科学技 術庁、{社)科 学技術国際交流セ ンクー 後援はカー ネキ メロン欠学機械翻訳セ ン クー及ひ米

国商務省技術管理庁技術政策局 日本技 術課、会議期間は93年11月22～24日 の3日 間、場所は米国商務 省rワ シン

トンDC!て 行われた

 日 本側か ら有本科学技術庁科学技bfrC報 課長の開会の挨拶、米国側か らP, G。 Yosh lda商 務 省日本技術課長の

歓迎の挨拶があ った後、熱心な討論か展開された

 日 粗Z庁 の 発表音及ひテーマはつきの通 りであるL発 表順)

第lB目 6ANTの 曖昧 さ解消法」{T. M i tamurx&E. Nトber又CNU)、 「日本語の形態素解1斤と構文解析におけるED

R電r"-iヒ辞 書の実験的使用について 目 田中 東工 大)、r日英機械翻訳における意味解析 と意味辞書」{池原NTT情

報通信網研究所)、A[3MTの 評 価法"、 J.じhrh)llellCMU)、 、¥HAにお ける機械支援翻訳一一研究の将来展望 と実際の使

用にっいて.1江 原tiHA放 送技術研究所)、一定義 と研究の優先順位のための申 し立て一LM, VascOIICellos、 矧Tへ会長 〉

機械翻訳のための会話翻訳 とそのかかわ りあい1D. Farwell二.、 一 メキ シコ大♪、-Expen皿ent1Klg with Lexlca

lSe肺mtlcs illld Sきnchr{mout Ta只s、〔A..ioshl&M. Pal田erヘ ン シルハニア 大,、 構文解析における ヒュー1[ス

チ ・・クの 多様性一k長尾 京大)、lP}ulgi(DssとM監kr(}msの 機 械翻訳フロ ジェク トーlS.¥irenberg CCU)、 Pallglossに

お ける意味処理の観点!E.Hovy南 カ リフォルニア 欠♪、総 合討論

第2日 目  自動 後編集」(6,Kmght南 力Ilフ ォルニア大)、一中間言語翻訳のための辞書 見出し語の構築一i気B.

lX)rrメ リーラン ト友)、・ハイリンカルコーボラか ら翻訳規則の抽 出」〔松本 奈良先端技術 大学院大)、 EUk電 子

化辞書の現状 と将来計画一」〔横井EUR研 究 所)、[機 械翻訳研究のためのLUI;リ ソー ス.i R. FlIlchメit一 ラン ト大♪

」[CST頻 度 付き辞書とハイ リンカルコーホラ 、`芦崎JICST)、 た規模知識獲 得.(S, Helmreich二,一 メキンコ

い 、機械翻訳評価方法論 、1野村IL Lei、 日米対話におけるイクザ ンフ'レへ 一スの翻訳 一1飯田ATk)、 自然な

会話におけ る機械翻訳」佳.Levin CMU〕、総 合討論

第3日 目 会話翻訳におけるマ ンマ シン帽互作用.1榑 松 電通 大)、 国際ぎ語協 力体制」lY.騎llksシ ェフィル ト

ベ)、機械翻訳における知識へ一ス処理 、1辻井1:MIST)、 総 合討論

・ニま と め

 機 械支援翻訳に関す る最新の研究【言語処理や知識の獲得、文例、単語辞書の構築等)に ついて 発表か行われ、

活発な質疑応答が展開 された ・人あた り3〔〕分程度の短い時間ではあ ったが 、日米の ト・ノフレヘ ルの研究者と討

論、uE3 JL換 が 行われたことは 大変 有意義な ことてあった また 、英国か ら2名 の研究者を招待 したこと もX

好評てあった

 研 究 苛間て最 も関心が高か ったのは'研 究資源の共 有'て あ り多くの時間をその討論に費や した EI)Rや

京 メく、ATRを 中心 としたい くつかの プロシェク トては行われているが、人的交流や研究テータの蓄積をは し

め各側面においては未た未た不 モ分であ り、今後の課題 として次の ものが提起 された また定常的 に論議を続

けて行 く必要性 も指摘された

1詫 語資源の共 有 ・共用 〔コーハス1文 例 ♪語彙 、辞書)

1標 準化の推進 〔作成 〔例SGML)ク ク、語彙変換)

sソ フ トウLア の相互利用 〔研究へ一ス、商用へ一ス)

4部 分言語、制限rq Q吾の 設計等の共有1言 語 情報 〔文法等))

5翻 訳結果、翻訳 システムの評価 手法の国際的検討の推進

fiH本 に も研究者間の交流 、テー クの蓄積等の中心的機関 となる自然言語処理の研究センクーの設立が必要 、

なお詳細については3月 に報告書にまとめ られる事になってい る
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科 学 技 術 研 究 調 査

 総 務 庁統計局は12月10日 平成4年 度の「科学技術

研究調査」の概要(速 報版)を 発表 した。この調査は昭

和28年 以来毎年行われているが その一部 を抜粋 して

報告 したい.

 研 究費総額は14兆 円弱 ……平成4年 度の研究費総

額は13兆9095億 円 、国民総生産の2.98%を 占める。 こ

れは3年 度に比べ1380円 増 加 したが 、景気後退の

影響を うけて伸び率では1%と 調査開始以来最低の伸

ひに留 まった、ちなみに63年 度は跳、平成元年度の伸

ひ率は10%を 越 えていた,し か し10年 前 の57年 度 に比

べれば2倍 の金額 とな っている、この内自然科学部

門の研究費は91.9%で あ る 、

 これを主体別にみ ると会社等が9兆5607億 で総額

の68.7%を 占めているが、対前年伸び率は▲1.9%、公的

研究機関1兆7725億 構 成比12.7%、 伸 ひ率9.4%、 大学2

兆5763億 構 成比18.5%、 伸 び率7%と な っている。

 人件費が45%… … 研究費総額の内人件費は44.8%を

占めているが 、最近10年 間では縮小傾 向をたどって

いる一主体別の 人件費比率は会社等で41.1%研 究機 関

32.7%、大 学67.1`tiであ る。また原材料費は総額の16.7

%、有形固定資産購入費が14%、事務費、通信 費、図書費

光熱費等のその他経費が24.4%と な って いる、

 研 究従事者は総数98万37〔)U人 で 、前年比3.2%の 増

加であ る、その内訳は研究の基幹 的役割を担 う研究

本務者が66万660〔,人67.8%を 占め、技能者10万8100人

{構 成比11%)研 究 補助者10万7〔)00人cl〔1.9%)研 究 事務

者等1【〕万20〔〕〔1人G〔1.4%)とな っている、

 研 究本務者 は会社等で35万64〔1〔1人(構 成比57.3%)

で あ るが 、研究費の削減に も拘わ らず前年比46%の

増 加を示 してお り研究機関、大学の増加率を上 回っ

ている.研 究機 関は4万4000人(構 成比7.1%)、 大 学22

万2000.1135.7勧 で ある。

 自然科学分野 の研究本務者 は54万3300人 、会社等

が64.9%、 研 究機 関7.3%,大 学27.7%の 構 成である。

 専 門分野 別では電気・通信分野が12万470〔}人 で最

も多く全体の23%を 占め、会社等で11万2〔〕00人、研究

機関3400人 、大学9300人 が研究に従事 しているJ

 一 人当た りの研究費……研究本務者一人当たりの

研究費は平均2235万 円、会社等で2675万{前 年比▲6.2

%)研 究機 関4〔〕29万〔前年比7.1%増)、 大学1160万{前 年

比3.7%増)と なっている。

 会 社等の研究費……産業別に見ると総額9兆5607

億の 内製造業が93.8%の8兆9711億 、運輸通信公益事

業の3098億13.2%)建 設 業2435億 円12.5%)の 順 とな っ

ている.製 造業内訳では通信電子電気計測器工業が2

兆2531億c構 成比23.6%)電 気 機械器具9674億qO.1%)

で断 然多 く、化学工業1兆6047億q6.8%)輸 送 用機械

工業1兆4986億q5.7%)と な っている、

 売上 高に占める研究費の比率……全産業平均では

2.83%で あ るが、10年前の1,6倍 に なっている、これを

産業小分類別 にみると医薬品工業が8.7%と 最 も高い

がこれ も10年 前に比べれば1,6倍 にな っている,

 通 信電子電気計測器工業は6.42%、 電気機械器具工

業5.66%で 、と もにiu年 前の1,4倍 にな っている 、自動

車工業は3.54%、 精密機械工業は5.79%、 もっとも低い

のは農林水産業のO.28%で あ る、

 会 社等の国際技術交流1技 術貿易)… …平成4年 度

の技術輸 出は8201件 〔前年比1.72増)、 受取額で3777

億(1.9%増)で ある 、受取額の推移は平成元年 で33.7%

と大 幅に増大 した もの ＼円高の影響で2年 度3。{}%、3

年 度9.2%.4年 度 は微増となった,

 技 術輸 入は4年 度は件t8126件(前 年比9.7%増)、 支

払額4139億 〔4.9%増)で 、h2年 度 以降増加傾向をたと

っている,技 術収 支面では平成元年 に収支が均衡 し

た もの ＼2年 度1.1倍 、3年度1.07倍4年 度は1、1倍 と支

払超過が続いている,

 電 子通信電気計測器工業に関 して云えば技術輸 出

は1219件 で 総数の14.8%を 占め、受取額 は757億 で20%

を 占め る 技術輸入は件数で1949件 〔総数の24%)支 払

額は1367億 で 支払総額の33%を 占めており、収支倍率

は1,81倍 に達 している。

 技 術輸出先 は米国が1190億 で 、受取額の29.6%と 最

も多く、次いで韓 国394億clo.4%)台 湾 を含む中国382

億q{〕.1%)英 国248億cs.6%)タ イ245億C6。5%)シ ン

ガポール240億Cfi.3%)マ レーシア167億(4.4%)イ ン

トネシア131億13.5%)と な っている

 技 術輸 入先 としては米国が2922億c支 払総額の7U.

6%で 極 って多 く、ついで ドイツ234億6.fib)オ ラ ンケ

224億(5.4%)フ ラ ンス2119億(5.III)イ ギ11ス 、スイス

がそれぞれ166億 で4%と な っている 、
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『 ト ピ ッ ク ス 』

 翻 訳会社数 ……%シ ェスコーポレションか電話帳

を使 って調査 した所によると日本の翻訳会社数は93

年 において1763社 て あった これは91年 に比へれは

362社125.8㌔ 増)と なる この内東京都には997社 〔構

成比5fi.6`ti)神奈 川139社(7.9%}埼 玉47社12.7° 。)千

葉58社(3.3'b)て 、首都 圏に70.4%が 集 中 している t

阪 府は2116社 、 京都府49社 、兵庫県73社 で、近畿圏内

は18.6'tiのウエ イ トとなっている  .iTF会報 より)

 翻 訳会社での翻訳受注分野 …… 難アルクが93年7

月にアンケー ト調査を曳92社対象)実 施 した結果、受

注分野 別には機械分野68社 、コンビ,L一 ク分野67社 、

契約書関連63社 、電気 分野57社 、経済分野52社 、電子

通f言・自動車がそれぞれ52社 、医学薬学が49社 、半導

体48社 の順となっている 今後有望分野 として もコ

ンビュー ク、工作機械 、電子、通信分野かあけ られて

いる

 会 社規模と しては従事者5人 以下が55.4%、111～19

べが11.9%、2〔広 以上は2.2%で あ る1反 面登録翻訳者

数は1〔〕{広以上の会社が91.3'b、50～99人 が14.1%、2{〕

～49べ が18 .5%と 多くの 人、材を抱えている {翻訳辞

典より)

 機 械翻訳 システムの導 入状況……同 しく92社 で機

械翻訳 システムを導入 している企業 は15.2%、導 入予

定が5.4%、 導 入してはいるか使用 していないという

企業2.2%、検 討中が38.1㌔ 、導入の予定 な しが39.toと

な っている そ して導 入の予定な し企業は「導入コス

トとメリリ トが釣 り合わ ない」 「機械翻訳は業務内

容にな しまない. 自社業務に利 用出来 るシステム

がない 、 「機械 システムを使 いこなせる 人材が いな

い」という理 由をあげている  1.93翻訳辞典よ り}

 2(11Q年の海外直接投資……日本の海 外直接投資は

アジア、中南米を中心 と した比較 劣位型産業の海外

展開(.1965-75年 〉、北米を中心と したカラーテレビ

や自動車 に代表 され る貿 易摩擦 を契機 と した比較優

位産業の海外展開q976-85年)に 続 き、現在は世 界市

場を前提 と した クローハ ル化q986-一)に 入 ってお り

今後とも一層進展するたろう、日本、北米 、ECの 市

場は均質化 してお り、技術革新に伴 う巨額の投資資

金に 見合う規模の市場 や企業間の協 力関係が必要に

なることか ら世 界市場 や経営資源を前提 とす る企業

戦略が もとめられる 、生産拠点の選択 に当たって も
 生産
コス ト志向立地」か ら'消 費地立地」へ と志

向して いく 90年 度 における日本の海外生産比率 は

h'ti強と推計されているが 、米国の25%〔88年)ト イツの

17%し86年)に 比へれは未たに低 く、201(1年に は日本の

海外生産比率 も20'b近 くまで増大す るものと予測 し

ている

 2{liO年の技術予測……現在先端基盤技術と して研

究開発 に取 り組 まれているもの ＼実 用化時期につい

ては電子情報関係ではハイオセ ンサーが?000年 、並

列 コンピューク、テ ラビッ ト光 ファイル等が2〔IIU年、

自動翻訳 システム、ハイオコンピュー々か2【12【陣 、・

ニ ューロコンピ」一クか2〔}3U年と予測 されている、

 また基盤技術の市場規模は自動翻訳 システムで年

間1兆 円規模 と予測 されている

 現在の 日米欧技術水準比較ては 日本が単独一位が

ニ ューロコンピ1ク 、テラビ ・ト粍メモ リなと、日本

並ひ…位が 自動翻訳 システム、バイォコンビ」一 マ、

超並 列コンヒュークなと、日本二位 には・・一チ ャル・

リァ リテ ィ・システム等があげ られている、

  英 日中工業技術大辞典 」……日中学識者共同編纂

による工業技術辞典 、B5判 、5,{朋 頂 全3巻 、発

売開始は平成6年1月 末 、定価は108,000円(ti月 末

まて刊行記念特別価格98.UOO円 が適用 され る)発 売

元はC:.tl工業 調査会販売部(雷 〔)3-3817-4706)

 一包括的漢字情報テークへ 一ス、…… 外国人向け

の 諜斤漢英辞典」の編者 として知 られる春遍雀来氏

〔シャリク ・ハルヘ ン… 漢字研究者で翻訳著述業 、

在 日イスラエル ベて当協会個人会 員)が 新漢英辞

典の内容を中心 に5{}〔}【序 近 い漢字を収容 し、包括的

漢字情報 テークベー スの構築に取 り組む 完成 は94

年末 、将来は 日中の語葉比較 、音声学、意味論を含め

本格的なデー クへ一 スに仕上け る予定

 The LISA Forum」 … …LISAフ 巧・一 ラ ム がIBMト イ

ツ の 後 援 て4月21～22日 に トイ ツ ・ハ イ デ ル ヘ ル クで

開 催 さ れ る.メ イ ン ・トピ ッ ク ス はHTシ ス テ ム 、CATツ

ー ル 、作 業 環 境 で のMT評 価 法 等 で あ る1
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協 会 活 動 報 告

※MTサ ミット組織委員会

 臨時理事会(書 面審査)

運営委員会

財務委員会

編集委員会

企画広報委員会

利用技術研究会(幹事会)

利用技術研究会

システム評価研究会

需要予測検討会

L9月10日)①MTサ ミット開催結果報告②収支報告(3)次回開催地計画

(9月10日)① 事務所移転にっいて②4～8月収支状況報告

18月26日)① 事務所移転先候補審議②4～7月 収支状況報告③下期事業活動計画

(9月21日)① 事務所移転先②賃貸契約③下期活動計画について④翻訳フェア開

      催要請(JTA)⑤ 翻訳の日行事計画

C10月19日)① 研究会開催結果報告②ユーザ講習会開催計画③ユーザ懇談会開催

       計画 ④需要予測検討会の発足

ql月17日)① 事務所移転経費報告②IAMT総会報告及び決議報告③COLING'94寄 付

      金要請審議④94年度事業素案審議

X12月14日)① 研究会活動報告②ユーザ講習会開催案

(8月20日)① 事務所移転先経費案②契約条件審議

U2月20日)①IAHT二a一 ズレター編集委員②情報提供方法

(9月7日)① ユーザ講習会の開催案の検討

(9月14日)① 活動方針の討議②課題設定と担当者の決定

q〔}月8日)① 活動方針の審議②ユーザ辞書の共有化③ユーザ実態調査案④ユー

      ザ講習会テキスト検討④ユーザ懇談会開催案

ql月18日)q)ヒ アリング(講 師佐原氏)② 辞書共有仕様の検討、③ユーザ利用

       実態調査案の検討④ユーザ講習会テキス トの検討

i12月15日)① ヒアリング(講 師堂野前氏)② ユーザ辞書仕様③利用実態調査質

       問項 目の検討④ユーザ講習会テキスト検討

q{}月21日)① 成果発表会の講評の取り扱い②今後の活動方針について③他団体

       研究会との整合性④翻訳困難例文の摘出

X12月19日)① ヒアリングc講 師芦崎氏J② 文献紹介(発 表者亀田氏)③ 翻訳困

       難例文の機械処理について

X10月28日)① 需要予測の必要性②既存調査資料の概要説明③翻訳業界の実態

ql月16日)(1)既 存調査資料の概要②需要予測の方向付け(3)用語の定義とキーワ

       ー ト④人間翻訳業界の実態

x,12月16日)① 既存調査資料の概要②需要予測テーマの絞り込み③需要予測手法

協 賛 事 業

※ テクニカルライティング・シンポジウム (平成5年8月26～27日)新 宿・工学院大学で開催

※ 「翻訳の日」記念行事 ・日本翻訳協会主催(9月30日)講 演会 ・日本翻訳連盟主催qO月2日,講 演会展示会
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